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〇全体事業工程表（当初事業工程との比較）

・他物件でも杭及び鉄骨の製作・調達に遅れが生じており，来年度においても状況
の改善が見込めないことから，工期は最低でも２７ヵ月は必要
・各種資材が想定通りの納期で調達できるのであれば２４ヵ月で施工可能ではある
が，昨今の社会情勢により，過去と比較しても類を見ない程に先が見えない状況で
あるため，２７ヵ月の工期設定が望ましい。

D社 ２８か月 ２７か月

C社

八千代市新庁舎建設工事　工期再検討資料

想定工期 想定工期企業

202５年１月
サウンディング調査

各社意見抜粋

　・サウンディング対象者・・・総合建設業者　４社

〇概要

〇サウンディング結果

A社

2024年６月
サウンディング調査

２４か月 ２７か月

B社 ２４か月 ２７か月

資料1

新庁舎整備事業については，令和７年度４月の工事公告に向けて実施設計書の作成を進めているところだが，昨今の建設業界を取り巻く環境は非常に厳しく，ウクライナ問題等様々な

要因により，一部建設資材において納期遅延が発生し工期への影響が出ている。これまでに示ししていた工期（令和７年１０月～令和９年９月末（２４か月））についても，そのよう

な社会情勢を踏まえ，ゼネコン各社へサウンディング調査を行い設定してはいたが，工事発注時期が近くなってきたことから，現時点での工期設定の妥当性を確認するため，再度サウ

ンディング調査を行った。

工事 ２４ヵ月公告・事業者選定

６ヵ月

引越し

３ヵ月

工事 ２７ヵ月公告・事業者選定

６ヵ月

引越し

４ヵ月


